
デ
ィ
〃
タ
ィ
に
お
け
る
「
構
造
」
概
念

森
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構
造
主
義
以
来
、
「
構
造
」
（
弩
9
9
局
）
と
い
う
語
も
、
人
文
系
の
学
問
に

お
い
て
定
着
し
た
。
今
日
、
「
構
造
」
と
い
う
語
な
く
し
て
は
、
学
間
の
記
述

も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、
思
想
的
に
は
、
「
構
造
」
概
念
は
十
九

世
紀
に
お
い
て
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
「
構
造
」
概

念
に
関
す
る
一
研
究
と
し
て
、
本
論
文
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
」
（
ω
気
宍
－

↓
膏
）
概
念
を
扱
う
。
構
造
主
義
の
祖
と
言
わ
れ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
は
、
確
か

に
「
構
造
論
」
的
な
思
想
が
顕
著
だ
が
、
フ
ァ
ー
ジ
ュ
に
よ
れ
ぼ
、
弩
9
9
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
い
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ほ
ぽ
同
時
代
に
、
デ
ィ

ル
タ
イ
は
「
構
造
」
と
い
う
語
を
使
用
L
て
、
独
自
の
「
構
造
論
」
を
展
開
し

て
い
た
。
従
っ
て
、
「
構
造
」
と
い
う
語
を
用
い
て
自
ら
の
理
論
を
築
い
た
点

で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
エ
ピ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
の
批
判
以
来
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
心
理
学
か
ら
解
釈
学
へ
中

心
を
移
動
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
心
理
学
の
中
心
理
論
で
あ
っ
た
「
構
造

論
」
が
、
確
か
に
前
景
か
ら
退
ぞ
い
た
。
し
か
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
索
態
度

の
根
底
に
は
、
「
構
造
論
」
的
傾
向
が
深
く
広
く
根
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
論
文
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
構
造
」
概
念
の
位
置
づ
け
と
、
そ
れ
に

基
づ
く
彼
の
思
想
態
度
や
記
述
の
仕
方
の
特
徴
（
相
対
主
義
的
な
側
面
）
に
つ

い
て
論
議
す
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
彼
の
思
索
や
記
述
の
仕
方
が
、
彼
の
思

想
を
特
徴
づ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
初
め
に
、
「
構
造
」
概

念
の
普
遍
性
と
相
関
性
と
の
関
係
が
、
次
に
、
そ
の
関
係
に
お
け
る
問
題
は
、

「
構
造
」
概
念
に
基
づ
く
視
点
だ
げ
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
論
述
さ
れ
る
。

　
「
構
造
」
と
い
う
語
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
い
て
、
す
で
に
一
八
九
〇
年
以

前
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
議
論
の
対
象
と
た
っ
た
の
は
、
一
八
九

四
年
の
「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
の
構
想
」
（
以
後
、
「
構
想
」
と
記
す
。
）
と

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
う
論
文
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
、
一
九
〇
五
年
の
「
精
神
諸

科
学
の
基
礎
づ
け
の
た
め
の
諸
研
究
」
（
以
後
、
「
基
礎
づ
け
の
た
め
の
諾
研

究
し
と
記
す
。
）
に
引
き
つ
が
れ
、
後
の
『
精
神
諾
科
学
に
お
け
る
歴
史
的
世

界
の
構
成
』
（
以
後
、
『
歴
史
的
世
界
の
構
成
』
と
記
す
。
）
に
も
受
け
つ
が
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
架
冒
牢
員
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

「
構
造
論
」
的
た
思
想
は
以
前
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
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「
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
お
よ
び
カ
ソ
ト
が
構
成
し
た
認
識
主
観
の
血
管
に
流

　
れ
て
い
る
の
は
、
本
物
の
血
で
は
な
く
、
単
な
る
思
惟
と
し
て
の
理
性
の
希

薄
な
液
体
で
あ
る
。
だ
が
、
全
体
と
し
て
の
人
閻
を
歴
史
的
並
び
に
心
理
学

　
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
認
識
が
、
知
覚
、
表
象
、
思
惟
と

　
い
う
素
材
だ
け
か
ら
そ
の
概
念
を
作
り
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
認

　
識
や
そ
の
概
念
（
外
界
、
時
問
、
実
体
、
原
因
）
の
説
明
の
根
底
に
、
様
々

　
な
諸
力
を
持
っ
た
こ
の
全
体
と
し
て
の
人
問
、
つ
ま
り
意
欲
し
つ
つ
感
じ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
つ
表
象
す
る
存
在
老
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
」
（
戸
×
＜
目
）

　
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
精
神
諸
科
学
序
説
』
（
以
後
、
『
序
説
』
と
記

す
。
）
の
序
文
に
示
さ
れ
た
内
容
に
は
、
す
で
に
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
構

造
論
」
的
な
思
想
が
、
こ
の
時
期
（
一
八
八
○
年
前
後
）
に
深
く
根
づ
い
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
重
た
、
「
構
造
」
と
い
う
語
の
使
用
範
囲
は
、
個
人
の
心
的
生
の
間
題
か
ら

拡
大
さ
れ
て
、
生
や
歴
史
の
間
題
に
及
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
「
構
造
」
概
念

は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
の
根
本
形
式
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ル

ノ
ー
も
、
「
構
造
の
概
念
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
の
全
体
を
貫
く
形
式
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
一
」
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
考
察
法
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

で
き
る
L
と
述
べ
て
い
る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
げ
る
代
表
的
な
「
構
造
」
概
念
の
規
定
は
、
「
構
造
と
は
、

諸
過
程
が
交
代
」
、
心
的
な
構
成
要
素
が
偶
然
並
存
し
、
心
的
体
験
が
続
い
て

起
こ
る
中
で
、
個
々
の
心
的
連
関
を
相
互
に
関
連
さ
せ
る
諸
関
係
の
総
体
L

（
く
貝
旨
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
基
礎
づ
け
の
た
め
の
諸
研
究
」
の
「
第
一

研
究
」
で
、
公
表
さ
れ
た
論
文
に
お
げ
る
定
義
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
構
想
し

論
文
で
も
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
ら
れ
る
。
「
表
象
、
感
情
と
意
欲
の
種
々

の
過
程
が
そ
の
よ
う
な
連
関
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
的
生

の
構
造
が
形
成
さ
れ
る
。
」
（
く
一
嘗
O
）
「
生
の
統
一
体
が
環
境
か
ら
作
用
を
受

け
た
り
、
環
境
へ
作
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
的
状
態
の
分
節
化
が

生
じ
る
。
そ
れ
を
心
的
生
の
構
造
と
表
す
。
」
（
メ
8
0
）
ま
た
、
『
歴
史
的
世

界
の
構
成
』
で
も
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
心
的
構
造
と
は
、
心

的
生
の
統
一
体
に
お
い
て
種
々
の
機
能
が
互
い
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
」

（
く
貝
H
胃
）

　
以
上
の
規
定
を
も
と
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
一
八
九
六
－
九
七
年
の
草
稿
の
中

で
、
「
心
的
構
造
」
の
根
本
性
質
を
次
の
三
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
第
一
は
、

「
自
同
性
」
（
ω
⑦
曇
σ
q
訂
6
で
あ
る
。
「
構
造
に
お
い
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
個

々
の
過
程
や
状
態
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
う
ち
に
あ
る
自
同
性
の
意
識
に
よ
っ

て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
」
（
く
目
㌧
o
．
o
）
心
的
生
に
お
げ
る
事
象
は
、
バ
ラ

バ
ラ
に
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
一
」
の
「
自
同
性
」
の
う
ち
で
、
全
体
と
都
分

の
関
係
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
、
可
変
的
で
多
様
で
は
あ
る
が
全
体
性
を
保
持

し
て
い
る
。
第
二
は
、
知
情
意
で
あ
る
。
「
心
的
生
の
二
番
目
の
根
本
特
性
は
、

構
造
連
関
に
お
い
て
、
知
覚
と
思
惟
が
衝
動
お
よ
び
感
情
と
、
そ
し
て
、
こ
れ

ら
が
意
志
行
為
と
結
び
つ
げ
ら
れ
て
い
る
そ
の
仕
方
で
あ
る
。
」
（
帥
・
申
○
）

こ
れ
に
関
し
て
は
、
以
下
に
論
じ
ら
れ
る
。
第
三
は
、
「
分
節
化
」
（
苧
広
ぎ
断
．

↓
一
8
ま
た
は
臼
乱
g
昌
σ
o
）
で
あ
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
認
識
の
根
底
に
あ
る
心
的

生
の
三
番
園
の
性
質
は
、
分
節
化
で
あ
る
。
」
（
く
H
月
H
O
。
一
）
知
情
意
の
三
老

が
さ
ら
に
細
か
く
質
的
に
分
化
。
分
節
さ
れ
、
多
様
性
を
帯
び
て
く
る
。

　
以
上
の
規
定
か
ら
、
彼
が
「
構
造
」
と
い
う
語
で
表
わ
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、

主
体
と
外
界
と
の
生
の
交
渉
に
お
げ
る
全
体
と
部
分
と
の
緊
密
な
諸
関
係
の
総

体
、
す
な
わ
ち
、
全
体
と
部
分
と
の
相
関
的
で
動
的
な
関
係
性
で
あ
る
。
従
っ

80！



て
、
知
情
意
の
全
体
的
立
場
か
ら
心
的
事
象
の
諸
関
係
を
規
定
し
た
連
関
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
構
造
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
構
造
」
概
念
を
明
確
に
す
る
に
は
、
そ
の
要
素
で
あ
る
知
情

意
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
「
構
造
」

あ
る
い
は
「
構
造
的
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
時
、
ま
た
表
立
っ
て
そ
の
語
が

用
い
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
知
情
意
と
密
接
に
関
わ
る
三
つ
組
が
想
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
内
容
は
、
表
面
的
な
リ
ス
ト
に
と
ど

ま
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
「
構
造
」
に
関
す
る
内
容
が
デ
ィ
ル
タ

イ
の
思
索
の
う
ち
に
ど
れ
ほ
ど
深
く
浸
透
し
て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
認
識
論
の
分
野
で
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
著
作
は
未
完
で
あ
り
、
断
片
的
で
統

一
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
分
析
も
途
中
で
中
断
さ
れ
、
中
途
半
端
な
印
象
を

与
え
る
。
だ
が
、
先
述
し
た
知
惜
意
に
代
表
さ
れ
る
三
つ
組
が
そ
こ
に
想
定
さ

れ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
論

理
学
と
さ
ら
に
知
識
の
全
理
論
を
現
実
認
識
へ
の
優
位
な
る
関
係
か
ら
解
き
放

し
、
現
実
認
識
と
同
じ
く
、
価
値
規
定
や
目
的
定
立
、
規
則
代
与
に
対
し
て
も

関
わ
る
よ
う
た
論
理
的
で
科
学
論
的
な
諾
命
題
を
形
成
す
る
一
」
と
が
重
要
で
あ

る
。
L
（
く
月
畠
）
こ
れ
に
対
応
し
て
、
「
基
礎
づ
け
の
た
め
の
諸
研
究
」
の

「
第
二
研
究
」
で
は
、
「
対
象
的
把
握
」
と
「
対
象
的
把
持
」
と
が
分
析
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
が
、
先
に
述
べ
た
三
つ
の
組
の
知
に
あ
た
り
、
後
者

が
情
と
意
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
三
老
は
、
統
一
さ
れ
て
精
神
諾
科
学
の
基
礎
づ

け
の
一
部
と
た
る
。

　
「
対
象
的
把
握
」
で
は
、
所
与
の
事
実
関
係
の
意
識
と
判
断
が
扱
わ
れ
る
。

こ
こ
で
の
間
題
は
、
我
々
の
体
験
の
実
在
性
と
そ
の
明
証
性
で
あ
る
。
我
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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体
験
と
そ
の
判
断
が
合
致
し
た
場
合
に
、
「
真
し
な
る
概
念
が
現
わ
れ
る
。

　
「
対
象
的
把
持
し
の
情
の
部
分
で
は
、
ま
ず
感
情
の
要
素
が
強
度
と
質
的
区

別
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
る
。
感
情
は
、
そ
の
肯
定
的
た
方
向
に
お
い
て
、
快

（
－
易
け
）
、
適
意
（
o
臥
筆
g
）
、
是
認
（
じ
o
畠
何
峯
潟
）
と
、
否
定
的
な
方
向
に
お

い
て
、
不
快
（
c
邑
畠
け
）
、
不
適
意
（
竃
畠
聾
一
竃
）
、
否
認
（
竃
轟
雪
拝
竃
σ
q
）

と
強
度
を
増
す
系
列
に
排
列
さ
れ
る
。
ま
た
、
質
的
に
は
、
快
と
不
快
、
適
意

と
不
適
意
、
是
認
と
否
認
と
い
う
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ

せ
と
強
度
の
違
い
に
よ
っ
て
、
感
情
に
多
様
性
が
現
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
憎
悪

や
恐
怖
等
の
自
已
の
「
状
態
感
情
」
（
5
σ
q
晶
⑦
座
竃
①
）
と
感
惜
に
よ
る
対
象
の

色
づ
げ
で
あ
る
「
対
象
感
情
」
（
Ω
①
σ
q
蟹
㎝
↓
彗
宗
σ
q
①
雷
巨
①
）
が
、
そ
L
て
、
そ
れ

に
基
づ
く
価
値
形
式
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
「
対
象
的
把
持
」
の
意
の
部
分
で
は
、
あ
る
事
態
を
実
現
す
る
時
の
目
的
、

そ
の
努
力
、
決
意
、
そ
れ
に
伴
う
手
段
の
選
択
等
の
態
度
の
分
析
や
、
目
的
を

中
心
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
連
関
の
分
析
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
三
者
は
、
現
実
内
容
、
そ
の
価
値
、
そ
れ
に
基
づ
く
現
実
変
化
の
実

現
（
目
的
）
と
し
て
統
一
さ
れ
る
。
そ
の
三
者
の
統
一
体
に
お
い
て
、
知
が
前

面
に
現
わ
れ
る
と
、
対
象
（
体
験
内
容
）
の
実
在
性
が
問
わ
れ
、
そ
の
対
象
の

実
在
性
が
知
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
、
「
真
」
な
る
概
念
が
顕
在
化
す
る
。

こ
の
時
、
情
意
は
、
こ
の
「
真
」
を
成
立
さ
せ
る
の
に
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、

前
面
に
は
登
場
し
な
い
。
情
（
感
情
）
が
前
面
に
現
わ
れ
る
と
、
感
情
に
含
ま

れ
て
い
た
内
容
の
意
識
的
な
明
示
と
L
て
の
「
価
値
」
が
、
意
（
欲
）
が
登
場

す
る
と
、
実
現
さ
れ
る
べ
き
状
態
と
L
て
の
「
目
的
」
が
、
分
析
に
よ
っ
て
浮

か
び
上
が
る
。
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「
な
る
ほ
ど
、
精
神
的
物
理
的
統
一
体
が
そ
れ
自
身
の
内
で
ま
と
め
ら
れ
て

　
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
統
一
体

　
に
と
り
そ
れ
自
身
の
意
志
に
お
い
て
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
、
目
的
と
な

　
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
自
身
の
感
情
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
、

　
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
自
身
の
意
識
に
と
り
確
実
で
明

　
白
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
、
現
実
的
で
真
理
と
な
り
う
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
。
」
（
戸
ω
◎
）

　
だ
が
、
同
時
に
、
知
は
「
真
」
に
、
感
情
は
「
美
」
に
、
そ
し
て
、
意
志

（
意
欲
）
は
「
善
」
に
も
対
応
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
「
真
」
は
こ
の
「
真
善
美
」

の
図
式
に
配
置
さ
れ
る
と
す
れ
ぼ
、
先
の
「
価
値
」
と
「
目
的
し
と
並
ぶ
も
の

は
、
む
し
ろ
「
意
義
」
（
思
宗
艮
昌
σ
q
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
意
義
」
は
、
全

体
と
部
分
、
部
分
と
部
分
と
の
関
係
に
お
い
て
、
全
体
に
お
け
る
部
分
の
位
置

づ
け
を
示
す
。
以
上
の
「
意
義
」
、
「
価
値
」
、
「
目
的
」
は
生
を
把
握
す
る
視
点

で
あ
る
生
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
従
っ
て
、
認
識
論
か
ら

カ
テ
ゴ
リ
ー
論
へ
、
先
の
知
情
意
の
三
つ
組
は
持
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
に
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
げ
る
別
の
根
本
傾
向
が
見
ら
れ
、
そ
の
議
論
が

必
要
と
さ
れ
る
の
で
、
本
論
文
で
は
、
そ
の
指
摘
に
と
ど
め
る
）
。

　
有
名
な
デ
ィ
ル
タ
イ
の
世
界
観
論
に
お
い
て
も
、
先
述
し
た
知
情
意
の
三
つ

組
が
登
場
す
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
世
界
観
は
、
生
の
謎
を
完
全
に
解
一
」
う
と
す
る
時
、
一
様
に
同

　
じ
構
造
を
含
む
。
こ
の
構
造
は
つ
ね
に
連
関
で
あ
り
、
そ
・
」
で
世
界
像
の
基

　
礎
に
世
界
の
意
義
と
意
味
に
つ
い
て
の
間
い
が
解
か
れ
、
こ
こ
か
ら
理
想
、

　
最
高
善
、
生
活
態
度
に
関
す
る
最
高
原
則
が
導
出
さ
れ
る
。
こ
の
構
造
は
、

　
心
的
な
規
則
性
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
。
そ
の
規
則
性
に
よ
れ
ぼ
、
生
の
経
過

　
に
お
け
る
現
実
把
握
は
、
状
態
や
対
象
を
、
快
・
不
快
、
適
音
㌻
不
適
意
、

　
是
認
・
否
認
の
う
ち
で
価
値
づ
け
る
た
め
の
基
礎
で
あ
り
、
こ
の
生
の
評
価

　
は
、
続
い
て
ま
た
、
意
志
規
定
の
下
層
を
た
す
。
我
々
の
態
度
は
、
き
ま
っ

　
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
意
識
状
態
を
通
る
。
」
（
＜
H
貝
C
。
心
）

　
・
」
こ
か
ら
、
世
界
観
は
知
情
意
の
三
つ
の
意
識
状
態
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
の
三
つ
組
は
、
構
成
要
素
と
し
て
世
界
観
に
含
ま
れ
る
。
世
界
観

を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
は
、
「
世
界
像
」
（
オ
⑦
事
註
）
で
、
こ
れ
は
知
に
対

応
す
る
。
第
二
は
、
「
生
の
経
験
」
（
い
監
g
弩
貯
軍
昌
σ
q
）
あ
る
い
は
「
生
の
評

価
」
（
『
げ
g
署
守
出
σ
q
昌
σ
q
）
で
、
こ
れ
は
情
に
対
応
す
る
。
第
三
は
、
「
生
の

理
想
」
（
い
監
9
㎝
己
色
）
で
、
こ
れ
は
、
意
に
対
応
す
る
。
「
世
界
観
の
構
造
に

は
、
生
の
経
験
と
世
界
像
と
の
内
的
連
関
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
こ

か
ら
た
え
ず
生
の
理
想
が
導
き
出
さ
れ
う
る
関
連
で
あ
る
。
こ
の
三
っ
の
領
域

（
宗
教
、
哲
学
と
詩
の
領
域
の
こ
と
i
引
用
者
注
）
に
お
け
る
高
度
の
産
物
の

分
析
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
現
実
と
価
値
と
意
志
規
定
と
の
関
連
に
よ
っ
て
も
、

こ
の
こ
と
は
、
分
か
る
。
」
（
く
一
ω
c
．
o
）

　
「
世
界
像
」
の
分
析
の
中
心
に
は
、
「
対
象
的
把
握
」
に
よ
る
現
実
認
識
が

関
与
し
て
い
る
。

　
「
世
界
観
の
基
礎
は
、
つ
ね
に
世
界
像
で
あ
る
。
世
界
像
は
、
認
識
の
規
則

　
的
な
段
階
に
お
い
て
営
ま
れ
る
我
々
の
把
握
の
態
度
か
ら
生
ず
る
。
我
々
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
内
的
な
諸
過
程
と
外
的
な
諸
対
象
を
観
察
す
る
。
我
々
は
基
本
的
思
考
諸
機

　
能
を
介
し
て
そ
こ
に
お
け
る
現
実
的
な
る
も
の
の
根
本
関
係
を
明
ら
か
に
す

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
て
成
立
し
た
諸
知
覚
を
解
明
す
る
。
諸
知
覚
が
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過
ぎ
去
る
と
、
そ
れ
は
、
知
覚
の
偶
然
性
を
越
え
て
我
々
を
高
め
る
表
象
界

　
に
お
い
て
模
写
さ
れ
整
理
さ
れ
る
。
続
い
て
、
・
」
う
し
た
諸
段
階
に
お
い
て

　
増
大
し
て
い
く
精
神
の
堅
固
性
と
自
由
、
精
神
の
現
実
支
配
は
、
現
実
的
な

　
る
も
の
の
連
関
と
本
質
を
普
遍
妥
当
的
に
把
握
す
る
判
断
と
概
念
の
領
域
で

　
完
成
さ
れ
る
。
」
（
く
目
・
O
。
ω
・
な
お
、
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
強
調
を
示

　
（
8
）

　
す
。
）

　
続
い
て
、
こ
の
「
世
界
像
」
を
基
礎
に
、
「
生
の
経
験
（
評
価
）
」
が
、
世
界

観
の
第
二
の
構
成
要
素
と
し
て
示
さ
れ
る
。
「
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
こ
の
現
実

認
識
を
土
台
に
、
類
似
」
た
規
則
的
な
段
階
に
お
い
て
、
別
の
類
型
的
態
度
が

成
立
す
る
。
…
（
中
略
）
…
。
感
情
的
態
度
の
こ
れ
ら
の
段
階
を
経
て
、
世
界

観
の
構
造
に
、
い
わ
ぼ
第
二
の
層
が
形
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
世
界
像
は
生
の

評
価
と
世
界
理
解
の
基
礎
と
な
る
。
L
（
陣
；
．
○
・
）
「
生
の
経
験
」
で
は
、
「
世

界
像
」
つ
ま
り
現
実
認
識
に
基
づ
い
た
感
情
的
態
度
に
お
け
る
価
値
評
価
が
論

じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
心
的
生
の
法
則
性
に
従
っ
て
、
生
の
評
価
お
よ
び
世

界
理
解
か
ら
最
高
の
意
識
状
態
、
す
な
わ
ち
理
想
、
最
高
善
、
最
高
原
則
が
成

立
す
る
。
」
（
＜
冒
・
O
。
ω
C
「
生
の
理
想
」
で
は
、
我
々
の
意
志
的
行
為
を
通
じ

て
の
実
践
的
な
活
動
が
示
さ
れ
る
。

　
以
上
の
三
つ
の
構
成
部
分
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
観
に
見
ら
れ
、
そ
の
構
成
要

素
の
強
弱
に
よ
り
、
有
名
な
三
っ
の
世
界
観
が
登
場
す
る
。
知
、
っ
童
り
「
世

界
像
が
優
位
に
な
る
と
、
「
自
然
主
義
」
（
「
世
界
認
識
を
因
果
関
係
に
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

現
実
把
握
に
隈
定
す
る
世
界
観
」
）
が
現
わ
れ
る
。
情
、
つ
ま
り
「
生
の
経
験
」

が
優
位
に
な
る
と
、
「
客
観
的
観
念
論
」
（
「
諸
事
物
の
根
源
が
世
界
連
関
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

定
す
る
」
と
い
う
世
界
観
）
が
、
ま
た
、
意
、
つ
ま
り
「
生
の
理
想
」
が
中
心

に
な
る
と
、
「
自
由
の
観
念
論
」
（
「
自
由
意
志
の
体
験
を
堅
持
し
、
そ
れ
を
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

界
の
根
底
に
投
影
す
る
L
世
界
観
）

　
　
　
（
1
2
）

が
成
立
す
る
。

　
時
間
論
の
分
野
に
お
い
て
も
、
知
情
意
が
そ
れ
ぞ
れ
過
去
・
現
在
・
未
来
と

関
連
し
、
現
在
を
中
心
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
で
時
問
論
が
表
面

化
し
た
の
が
晩
年
の
た
め
、
記
述
が
き
わ
め
て
断
片
的
で
、
論
述
の
量
も
か
な

り
不
足
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
上
述
の
三
つ
組
と
の
関
連
が
見
て
と
れ

る
。
「
想
起
に
お
い
て
（
想
い
起
こ
す
時
）
、
初
め
て
の
意
義
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

現
わ
れ
る
。
現
在
は
実
在
性
に
満
ち
、
我
々
は
こ
の
現
在
に
肯
定
的
あ
る
い
は

否
定
的
た
価
値
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
未
来
へ
目
を
向
け
る
時
、
生
の
目
的
、

理
想
、
形
成
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
生
ず
る
。
」
（
く
月
轟
①
）
　
ま
た
、
「
想
起

に
お
い
て
、
生
涯
の
過
ぎ
去
っ
た
各
部
分
を
結
ぶ
連
関
が
、
意
義
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
我
々
が
、
実
在
性
に
満
た
さ
れ
た
現
在
に
生
き
る

時
、
肯
定
的
あ
る
い
は
否
定
的
な
価
値
を
感
情
に
お
い
て
経
験
す
る
。
そ
し
て
、

未
来
へ
目
を
向
け
る
時
、
こ
の
態
度
か
ら
目
的
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
成
立
す
る
。
」

（
く
目
u
N
0
一
）

　
「
意
義
」
と
い
う
対
象
の
位
置
価
は
、
想
起
に
お
い
て
現
わ
れ
る
か
ら
、
知

は
遇
去
志
向
的
で
あ
る
。
感
情
に
お
い
て
対
象
の
実
在
性
が
生
き
生
き
と
与
え

ら
れ
る
か
ら
、
情
は
現
在
志
向
的
、
意
志
は
事
態
の
実
現
を
目
指
し
、
目
的
を

定
立
す
る
こ
と
か
ら
、
意
は
未
来
志
向
的
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
三
者
は
次

の
よ
う
に
統
一
さ
れ
る
。
「
現
在
が
、
過
去
の
表
象
と
、
可
能
性
を
追
求
す
る

想
像
の
う
ち
に
、
重
た
そ
の
可
能
性
の
も
と
で
目
的
を
定
立
す
る
活
動
の
う
ち

に
未
来
と
を
含
ん
で
い
る
の
は
、
た
だ
生
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

現
在
は
過
去
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
、
未
来
を
う
ち
に
宿
し
て
い
る
こ
と
に
な
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る
。
」
（
く
貝
轟
N
）

　
こ
う
し
て
、
体
験
が
統
一
を
な
す
と
述
べ
ら
れ
る
際
、
知
惜
意
に
関
わ
る
諸

機
能
が
、
そ
こ
で
は
統
一
さ
れ
、
時
問
も
ま
た
直
線
的
で
は
な
く
、
過
去
と
未

来
を
孕
む
現
在
と
L
て
、
諾
機
能
と
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
構

造
」
の
発
展
も
、
「
構
造
」
自
ら
の
う
ち
に
、
そ
の
契
機
を
持
つ
一
」
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
「
体
験
。
表
現
。
了
解
」
の
連
関
の
う
ち
に
も
、
従
っ
て
、
彼
の

解
釈
学
に
お
い
て
も
知
惜
意
を
中
心
と
し
た
連
関
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
「
体

験
と
了
解
は
、
心
理
学
的
に
見
れ
ぼ
、
つ
ね
に
分
離
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
自

已
と
他
者
の
領
域
に
属
す
る
。
前
者
お
よ
び
後
者
の
過
程
は
、
つ
ね
に
別
々
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
構
造
的
な
連
関
が
成
立
し
て
い
る
。
」
（
＜
月
ω
旨
）

「
体
験
に
対
」
て
そ
の
表
現
が
、
そ
し
て
表
現
に
対
し
て
そ
の
了
解
が
構
造
的

に
関
係
し
て
い
る
隈
り
、
精
神
諸
科
学
に
属
す
る
固
有
の
形
成
物
が
成
立
す

る
。
L
（
＜
H
戸
C
O
H
O
O
）

　
了
解
の
対
象
と
な
る
表
現
は
、
体
験
の
表
現
と
し
て
「
構
造
的
」
な
規
定
を

う
げ
る
。
凌
た
、
体
験
も
「
構
造
的
」
統
一
体
と
し
て
示
さ
れ
、
「
体
験
・
表

現
。
了
解
」
の
連
関
も
「
構
造
的
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
了

解
も
ま
た
、
「
構
造
的
」
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
主
体
に
お
け
る
「
構

造
的
」
統
一
を
形
成
さ
せ
る
表
現
の
了
解
は
、
「
対
象
的
把
握
」
、
価
値
感
情
、

そ
れ
に
了
解
目
的
二
恩
図
の
三
者
の
結
び
つ
き
を
通
し
て
分
析
さ
れ
る
。
以
上

の
考
察
か
ら
、
主
体
と
外
界
と
の
相
互
作
用
も
ま
た
、
多
層
的
な
「
構
造
的
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乃
）

関
」
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
「
構
造
」
お
よ
び
「
構
造
的
」
と
い
う
語
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の

心
理
学
は
も
と
よ
り
、
認
識
論
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
、
世
界
観
論
、
時
間
論
、
解

釈
学
等
に
関
与
L
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ

と
は
、
個
々
の
リ
ス
ト
の
関
連
で
は
な
く
、
個
々
の
リ
ス
ト
の
現
わ
れ
方
の
関

連
で
あ
る
。
知
が
前
面
に
現
わ
れ
る
と
い
う
表
現
や
、
情
が
中
心
と
な
る
と
い

う
記
述
の
仕
方
は
、
統
一
体
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
て
、
知
情

意
に
関
わ
る
諸
機
能
を
集
め
て
統
一
体
が
形
成
さ
れ
る
わ
げ
で
は
、
決
L
て
な

い
。
そ
の
よ
う
な
記
述
の
う
ち
に
は
、
心
的
状
態
の
把
握
の
視
点
と
そ
れ
に
対

応
す
る
内
容
が
現
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
知
が
主
に
論
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、

情
意
が
そ
の
場
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
背
景
に
退
ぞ
き
な
が
ら
も
、

現
在
の
議
論
に
関
与
し
て
い
る
。
図
式
的
に
述
べ
た
内
容
に
は
、
す
べ
て
こ
の

こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
「
自
然
主
義
」
は
知
情
意
の
知
の
肥
大
化
し
た
も
の
だ

が
、
そ
の
肥
大
化
を
支
え
る
べ
く
、
情
意
も
深
く
そ
の
土
台
に
根
を
は
っ
て
い

る
。　

以
上
の
考
察
に
続
い
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
」
概
念
か
ら
別
の
特
性
が

現
わ
れ
て
く
る
。
「
構
造
」
概
念
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
の
は
、
関
係
性
で
あ

る
。
こ
の
関
係
性
は
、
部
分
の
単
な
る
総
和
に
よ
っ
て
は
生
ま
れ
ず
、
ま
た
部

分
の
変
質
が
全
体
に
変
化
を
与
え
る
関
係
で
あ
る
か
ら
、
相
関
性
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
相
関
的
な
あ
る
部
分
を
分
析
的
に
取
り
出
す
と
、
い
わ
ぼ
、
い
も
づ
る
式
に

他
の
部
分
が
引
き
ず
ら
れ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
分
析
の
対
象
は
そ

の
あ
る
部
分
だ
か
ら
、
他
の
諸
部
分
は
関
連
し
な
が
ら
も
、
覆
い
隠
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
部
分
を
含
む
統
一
的
全
体
は
、
他
の
全
体
と
も
相
関
し
、
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そ
の
つ
る
は
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
付
着
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
と
、
始
ま
り
と
終
わ
り
で
仕
切
ら
れ

た
と
こ
ろ
に
、
部
分
と
全
体
と
の
連
関
が
生
じ
、
部
分
の
「
意
義
」
、
全
体
の
「
意

義
」
が
規
定
さ
れ
る
。

　
「
私
で
あ
れ
、
他
人
で
あ
れ
、
国
民
で
あ
れ
、
個
体
が
経
験
す
る
生
の
意
義

　
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
意
義
が
成
立
し
て
い
る
と

　
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
一
義
的
に
決
ま
る
の
で
は
な
い
。
意
義
が
生
じ
る
と
い

　
う
こ
と
は
、
想
起
す
る
者
に
と
っ
て
、
体
験
可
能
な
も
の
の
意
義
と
し
て
、

　
つ
ね
に
確
実
で
あ
る
。
最
後
の
瞬
間
に
た
っ
て
は
じ
め
て
、
意
義
の
見
積
り

　
が
可
能
と
た
る
。
そ
し
て
、
そ
の
見
積
り
は
人
生
の
最
後
の
瞬
間
に
、
あ
る

　
い
は
生
を
追
体
験
す
る
人
に
、
単
に
本
来
一
時
的
に
現
わ
れ
る
に
過
ぎ
な

　
い
。
」
（
く
月
轟
べ
）
「
そ
れ
（
生
に
お
げ
る
部
分
と
全
体
と
の
関
係
の
固
有

　
な
仕
方
－
引
用
者
注
）
は
決
し
て
完
全
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
関
係
で

　
あ
る
。
そ
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
生
涯
の
終
わ
り
を
待
た
ね
ぼ
な
ら
た
い
だ

　
ろ
う
」
、
ま
た
、
臨
終
の
時
に
部
分
の
関
係
を
確
定
で
き
る
全
体
が
、
よ
う

　
や
く
概
観
で
き
る
だ
ろ
う
。
L
（
＜
月
畠
ω
）

　
し
か
L
、
厳
密
に
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
は
他
の
連
関
を
、
す
な
わ
ち
相
関

性
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
事
象
を
分
析
す
る
と
い
う
一
」
と

は
、
そ
の
事
象
に
相
関
す
る
す
べ
て
の
事
象
と
の
連
関
に
お
い
て
は
じ
め
て
可

能
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
す
ぺ
て
の
個
別
的
精
神
諸
科
学
を

包
括
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
精
神
諸
科
学
の
基
礎
づ
け
は
、
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
知
識
に
関
与
し
な
け
れ
ぼ
た
ら
た
い
。
そ
れ
は
、
現
実
認
識
や
価
値
定

立
並
び
に
目
的
規
定
。
規
則
付
与
の
領
域
に
ま
で
及
ぼ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
」

（
く
貝
㎝
）
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
事
象
の
「
意
義
」

（
す
な
わ
ち
位
置
価
）
を
規
定
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
全
体
と
部
分
と
の

連
関
は
際
限
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、
分
析
を
行
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア

か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
従
っ
て
、
こ
の
困
難
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
分
析
は
つ
ね
に
一
面
性
か
ら

出
発
し
、
そ
の
内
容
も
一
面
性
。
相
対
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
自
覚
に
よ
る

他
は
な
い
。
「
構
造
的
」
統
一
体
で
あ
る
体
験
が
、
態
度
と
内
容
の
融
合
で
あ

（
μ
）

る
よ
う
に
、
我
々
の
認
識
も
態
度
と
し
て
の
規
定
を
受
け
る
と
、
認
識
内
容
は

把
握
態
度
の
一
面
性
に
基
づ
く
規
定
を
受
げ
る
。
把
握
と
い
う
態
度
が
あ
る
視

点
か
ら
な
さ
れ
る
限
り
（
あ
る
視
点
か
ら
行
わ
れ
た
げ
れ
ば
、
内
容
が
統
一
さ

れ
な
い
が
）
、
態
度
自
体
が
一
面
的
で
あ
り
、
内
容
も
そ
の
視
点
に
基
づ
い
て

一
面
的
な
性
質
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
た
る
。
「
構
造
」
の
運
動
の
中
に

身
を
置
き
入
れ
て
い
る
時
、
そ
の
動
き
の
全
体
は
形
成
中
あ
る
い
は
修
正
中
で
、

従
っ
て
、
未
定
で
あ
り
、
個
々
の
部
分
が
位
置
づ
げ
は
、
未
規
定
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
大
ま
か
に
そ
の
運
動
を
規
定
し
意
味
づ
げ
る
た
め
に
は
、
「
構
造
」

の
運
動
を
一
時
申
断
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
は
じ
め
て
、

全
体
と
部
分
と
の
連
関
も
定
ま
り
、
統
一
体
を
分
析
し
判
断
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
申
断
さ
れ
た
「
構
造
」
が
、
他
の
「
構
造
化
」
に
相
関

し
て
い
る
限
り
（
つ
ま
り
、
過
去
の
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ

は
現
在
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
）
、
そ
の
規
定
も
一
時
的
、
一
面
的
で
相

対
的
な
も
の
に
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
の
自
覚
が
、
「
構
造
論
」
的

に
認
識
す
る
態
度
そ
の
も
の
に
影
響
し
、
「
構
造
論
」
の
内
容
に
一
定
の
規
制

を
加
え
る
。
先
述
L
た
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
」
概
念
の
図
式
も
、
そ
れ
ぞ
れ

一
面
的
な
要
素
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
取
り
出
さ
れ
る
と
い
う
仕
方
で
成
立
し
て
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い
た
。

　
「
こ
う
し
て
、
精
神
諸
科
学
の
基
礎
づ
げ
の
課
題
を
満
足
さ
せ
る
諸
命
題
の

　
連
関
を
、
哲
学
的
基
礎
づ
け
の
全
領
域
か
ら
取
り
出
す
と
い
う
こ
と
だ
け
が

　
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
知
識
論
の
こ
の
発
展
段
階
に
お
け

　
る
一
面
性
の
危
険
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
理
論
の

　
課
題
が
普
遍
的
に
提
え
ら
れ
れ
ぼ
提
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
ま
た
そ
の
解
決
の
手

　
段
が
完
備
す
れ
ぼ
す
る
ほ
ど
、
そ
の
取
り
扱
い
は
一
面
性
の
危
険
に
さ
ら
さ

　
れ
る
こ
と
が
、
よ
り
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
」
（
＜
貝
紅
）

　
「
把
握
の
過
程
は
、
自
ら
の
内
に
二
つ
の
契
機
を
つ
ね
に
含
ん
で
い
る
。
ひ

　
と
つ
は
、
概
念
的
な
も
の
や
判
断
的
な
も
の
と
体
験
と
の
同
一
化
に
基
づ
く

　
満
足
と
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
体
験
を
汲
み
尽
く
せ
な
い
不
満
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
応
じ
て
、
と
り
わ
け
心
的
把
握
の
誤
謬
は
、
一
定
方
向
の
概
念
構
成

　
で
体
験
の
全
内
容
を
満
た
し
う
る
と
い
う
錯
誤
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
」

　
（
く
貝
竃
）

　
一
面
性
の
危
険
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
自
覚
通
り
、
完
全
に
は
免
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
デ
ィ
ル
タ
ィ
の
記
述
が
、
断
片
的
で
不
統
一
的
な
印
象
を
与
え
る

の
も
（
実
際
、
そ
の
通
り
で
は
あ
る
が
）
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
由
が
、

以
上
の
「
構
造
論
」
か
ら
導
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ

の
記
述
の
仕
方
は
、
一
面
性
に
対
す
る
深
い
自
覚
に
基
づ
く
と
い
う
一
」
と
で
あ

る
。
従
っ
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
記
述
に
お
い
て
、
別
の
視
点
で
用
い
ら
れ
た
命

題
を
、
単
に
表
面
的
に
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
は
混
乱
が
生
じ
る
一
」
と
に
な
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
の
記
述
内
容
は
、
そ
の
視
点
と
の
相
関
性
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
同
じ
題
材
も
そ
の
視
点
の
相
違
に
よ
り
異
な
る
規
定
を
受
け
、
一
見

し
た
だ
け
で
は
、
そ
の
関
連
が
見
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
前
半
の
図
式
の
議
論
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
論
」
を
か
た
り
肥
大
化
さ

せ
て
い
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
い
て
は
、
「
構
造
論
」
は
一
般
化
へ
の
遺
の
り

で
あ
り
、
こ
れ
を
肥
大
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
個
性
化
（
個
別
化
・
相
対
化
）
と

の
相
関
の
バ
ラ
ソ
ス
を
破
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
一
般
化
と
個
性

化
と
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
あ
っ
て
は
、
徴
妙
な
バ
ラ
ソ
ス
を
保
ち
、
両
者
と
も

維
持
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
論
」
は
一
般
化
へ
の
道

を
歩
き
つ
つ
、
個
性
化
へ
の
道
を
準
備
L
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
論
」
も
、
そ
の
中
に
他
の

根
本
的
な
把
握
の
態
度
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
態
度
と
の
連
関
を
失
っ
て
い

る
限
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
、
一
面
性
の
危
険
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
」
概
念
が
、
彼
の
思
索
の
至
る
所
に
登

場
し
て
も
、
そ
の
「
構
造
論
」
は
他
の
根
本
的
な
視
点
と
の
緊
張
関
係
に
お
い

て
再
び
把
握
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
論
」
は
、
現

代
の
動
的
な
「
構
造
」
概
念
に
到
る
道
を
準
備
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
肥
大

化
さ
せ
る
こ
と
は
、
「
生
が
生
を
捉
え
る
」
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
る
デ
ィ
ル

タ
イ
の
思
想
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
、
そ
の

一
面
性
に
対
処
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
注

（
1
）
　
J
宙
ヱ
宙
B
。
フ
ァ
ー
ジ
ュ
、
同
構
造
主
義
入
門
』
、
加
藤
晴
久
訳
、

　
大
修
館
書
店
、
帖
頁
参
照
。

（
2
）
　
o
｛
、
㌧
8
一
H
竃
・
表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
を
参
照
。

　
ま
た
、
回
ー
デ
ィ
に
よ
る
指
摘
も
あ
る
。
o
｛
．
一
句
．
肉
o
芦
竃
o
『
昌
◎
一
◎
σ
q
一
①

遂11



　
■
己
饒
曾
嘗
竃
竃
｝
ぎ
考
－
穴
◎
聾
臣
冒
竃
蟹
岩
8
一
ω
．
お
．

（
3
）
　
本
論
文
で
使
用
し
た
全
集
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
峯
H
い
饒
固
ピ
竃
　
U
H
ピ
↓
饒
向
k
　
Ω
肉
ω
＞
竃
竃
向
ピ
弓
　
ω
O
饒
肉
H
勺
H
同
ズ
ー
　
①
．

　
＞
艮
r
ω
g
算
α
q
弩
二
申
o
l
↓
蟹
堅
g
畠
蟹
1

　
　
た
お
、
全
集
か
ら
の
引
用
は
次
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

　
　
例
、
く
一
竃
o
ー

　
こ
れ
は
、
全
集
第
五
巻
の
㎜
頁
を
表
す
。

（
4
）
○
．
声
望
亭
o
き
良
事
①
＜
ー
ヨ
屋
里
艮
亭
昌
轟
巨
。
。
①
一
鳥
勺
竃
◎
－

　
ω
8
ま
9
ω
．
ト
艮
r
ω
g
算
σ
q
馨
ニ
オ
ー
肉
◎
雪
臣
自
昌
蟹
畠
留
一
ω
．
旨
ピ

　
　
な
お
、
本
論
文
中
の
引
用
文
は
、
O
・
F
・
ボ
ル
ノ
ー
、
『
デ
ィ
ル
タ

　
イ
』
、
麻
生
建
訳
、
未
来
杜
に
よ
る
。

（
5
）
　
ま
た
、
「
基
礎
づ
け
の
た
め
の
諸
研
究
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

　
て
い
る
。
「
構
造
と
い
う
事
態
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
一
定
の
態
度
に
基
づ

　
い
た
、
体
験
の
構
造
統
一
体
、
体
験
相
互
の
構
造
的
関
連
、
最
後
に
態
度

　
の
仕
方
相
互
の
構
造
関
連
が
、
心
的
連
関
の
直
観
を
形
成
す
る
際
に
根
拠

　
づ
げ
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
が
心
的
連
関
に
つ
い
て
述
べ

　
る
時
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
と
問
う
な
ら
ぼ
、
そ
れ
は
、

　
全
体
を
形
成
す
る
諸
部
分
の
単
な
る
総
和
や
総
括
と
違
っ
て
、
包
括
的
で
、

　
あ
ら
ゆ
る
項
を
結
び
つ
け
る
関
連
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
心
的
生
の
統
一

　
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
く
月
ω
O
）

（
6
）
　
拙
論
、
「
精
神
諸
科
学
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
了
解
』
概
念
」
、

　
哲
学
。
思
想
論
叢
、
第
二
号
、
一
九
八
四
年
参
照
。

（
7
）
　
ま
た
、
『
歴
史
的
世
界
の
構
成
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

　
る
。
　
「
そ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
歴
史
的
世
界
の
最

終
的
た
単
位
（
里
手
陰
窪
）
は
、
体
験
と
了
解
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
。

そ
の
単
位
（
あ
る
い
は
、
統
一
体
－
引
用
者
注
）
の
特
徴
は
、
対
象
的
把

握
、
価
値
お
よ
び
目
的
定
立
が
結
び
つ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
構

造
連
関
に
基
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
の
統
一
体
の
特
徴
は
次
の
よ
う

に
体
験
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
自
身
の
意
志
に
お
い
て
立
て
ら
れ
た

も
の
だ
け
が
、
目
的
で
あ
り
う
る
し
、
自
ら
の
思
惟
に
確
実
と
認
め
ら
れ

た
も
の
だ
け
が
真
で
あ
り
、
自
ら
の
感
情
に
肯
定
的
に
関
わ
る
も
の
だ
げ

が
、
そ
の
生
の
統
一
体
に
対
し
て
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
、
と
。
」

（
＜
目
L
電
）

（
8
）
　
拙
論
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
9
）
o
｛
ニ
メ
ら
H
I

（
1
0
）
　
o
㎞
二
酉
．
甲
○
．

（
u
）
　
O
二
四
－
凹
1
0
1

（
1
2
）
　
ポ
ル
ノ
ー
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
三
つ
組
に
よ
る
世
界
観
論
が
不
十
分

　
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
　
O
｛
J
○
．
『
酎
◎
ξ
◎
き
凹
、
｝
．
○
J
ω
。
虞

　
寓
．（

1
3
）
　
拙
論
、
「
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
『
了
解
』
と
『
構
造
連
関
』
」
、
哲

　
学
・
思
想
論
叢
、
第
三
号
、
一
九
八
五
年
参
照
。

（
1
4
）
　
o
｛
j
く
員
　
冨
⑩
1

（
も
り
も
と
・
つ
か
さ
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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